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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に対して内視鏡検査を実施するための内視鏡システムと、過去の検査情報を管理
する検査情報管理システムとを備えた医療情報処理システムであって、
　前記検査情報管理システムは、
　過去の検査情報を記憶する検査情報記憶部と、
　前記検査情報記憶部から、被検体の過去の検査情報を抽出する検査情報抽出部と、
　抽出した被検体の過去の検査情報を、前記内視鏡システムに送信する送信部と、を備え
、
　前記内視鏡システムは、
　前記検査情報管理システムから、被検体の過去の検査情報を受信する受信部と、
　撮像装置により撮像された被検体の観察画像を取得する画像取得部と、
　前記画像取得部で取得した観察画像と、前記受信部で受信した検査情報に含まれる観察
部位に関する情報とを表示装置に表示させる表示制御部と、
　前記表示装置に表示された情報に対応する観察部位の観察が完了したことを示す部位観
察完了情報を受け付ける完了情報受付部と、
　部位観察完了情報を登録する部位情報登録部と、を備え、
　前記完了情報受付部が部位観察完了情報を受け付けると、前記部位情報登録部が、観察
部位に関する情報に対応付けて、部位観察完了情報を登録し、
　前記部位情報登録部が部位観察完了情報を登録すると、前記表示制御部は、次に観察す
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るべき観察部位に関する情報を、表示装置に表示させる、
　ことを特徴とする医療情報処理システム。
【請求項２】
　前記表示制御部は、複数の観察部位に関する情報の表示順序を、観察部位の過去の検査
画像の撮像順序にしたがって決定することを特徴とする請求項１に記載の医療情報処理シ
ステム。
【請求項３】
　被検体に対して内視鏡検査を実施するための内視鏡システムと、過去の検査情報を管理
する検査情報管理システムとを備えた医療情報処理システムであって、
　前記検査情報管理システムは、
　過去の検査情報を記憶する検査情報記憶部と、
　前記検査情報記憶部から、被検体の過去の検査情報を抽出する検査情報抽出部と、
　抽出した被検体の過去の検査情報を、前記内視鏡システムに送信する送信部と、を備え
、
　前記内視鏡システムは、
　前記検査情報管理システムから、被検体の過去の検査情報を受信する受信部と、
　撮像装置により撮像された被検体の観察画像を取得する画像取得部と、
　前記画像取得部で取得した観察画像と、前記受信部で受信した検査情報に含まれる観察
部位に関する情報とを表示装置に表示させる表示制御部と、
　前記表示装置に表示された情報に対応する観察部位の観察が完了したことを示す部位観
察完了情報を受け付ける完了情報受付部と、を備え、
　前記表示制御部は、複数の観察部位に関する観察部位情報を表示装置に表示させるもの
であって、観察が完了した観察部位の観察部位情報を第１態様で表示させ、観察が完了し
ていない観察部位の観察部位情報を第２態様で表示させる、
　ことを特徴とする医療情報処理システム。
【請求項４】
　前記表示制御部は、観察が完了していない観察部位のうち、これから観察する観察部位
または観察中の観察部位の観察部位情報を第３態様で表示させることを特徴とする請求項
３に記載の医療情報処理システム。
【請求項５】
　前記表示制御部は、複数の観察部位情報を、シェーマ図上に配置して表示することを特
徴とする請求項３または４に記載の医療情報処理システム。
【請求項６】
　前記表示制御部は、複数の観察部位情報を、リスト形式で表示することを特徴とする請
求項３または４に記載の医療情報処理システム。
【請求項７】
　被検体に対して内視鏡検査を実施するための内視鏡システムと、過去の検査情報を管理
する検査情報管理システムとを備えた医療情報処理システムであって、
　前記検査情報管理システムは、
　過去の検査情報を記憶する検査情報記憶部と、
　前記検査情報記憶部から、被検体の過去の検査情報を抽出する検査情報抽出部と、
　抽出した被検体の過去の検査情報を、前記内視鏡システムに送信する送信部と、を備え
、
　前記内視鏡システムは、
　前記検査情報管理システムから、被検体の過去の検査情報を受信する受信部と、
　撮像装置により撮像された被検体の観察画像を取得する画像取得部と、
　前記画像取得部で取得した観察画像と、前記受信部で受信した検査情報に含まれる観察
部位に関する情報とを表示装置に表示させる表示制御部と、
　前記表示装置に表示された情報に対応する観察部位の観察が完了したことを示す部位観
察完了情報を受け付ける完了情報受付部と、
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　観察の終了を示す終了情報を受け付ける終了情報受付部と、
　過去の検査情報に含まれる全ての観察部位の観察が完了しているか否かを判定する判定
部と、を備え、
　前記終了情報受付部が終了情報を受け付けたときに、前記判定部が、少なくとも１つの
観察部位の観察が完了していないことを判定すると、前記表示制御部は、その旨を知らせ
る通知情報を表示装置に表示する、
　ことを特徴とする医療情報処理システム。
【請求項８】
　前記表示制御部は、観察が完了していない観察部位を特定する情報を、通知情報に含め
て表示することを特徴とする請求項７に記載の医療情報処理システム。
【請求項９】
　前記受信部が受信した被検体の過去の検査情報には、複数の観察部位に関する情報が含
まれており、
　前記完了情報受付部は、複数の情報のそれぞれに対応する観察部位ごとに、部位観察完
了情報を受け付けることを特徴とする請求項１から８のいずれかに記載の医療情報処理シ
ステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は医療情報を処理する技術に関し、特に過去の検査情報を提示して、医師による
被検体の観察行為を支援する医療情報処理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療施設では経過観察の目的で、患者に対して定期的に検査が実施されることがある。
内視鏡の定期検査において医師は、前回の検査で観察された病変部位や、組織の採取や止
血などの処置を施した処置部位などの要経過観察部位を少なくとも診察し、それらの部位
の変化や状態を診断する。前回の検査で観察された観察部位に対しては、前回の担当医に
よる所見情報がレポートとして記録されており、医師は検査開始前に、前回の所見情報を
確認してから経過観察を行う。
【０００３】
　特許文献１は、過去に内視鏡で撮影した画像と、撮影時における内視鏡の位置と、撮影
条件情報、画像処理情報などを対応付けして、内視鏡診察情報として記憶しておき、再診
察時に、内視鏡の位置から対応する内視鏡診察情報を読み出し、撮影条件および画像処理
を再現して現在画像を処理して、前回の画像と現在の画像を並べて表示するシステムを開
示する。また特許文献２は、内視鏡画像の表示中に、体腔内の内視鏡のリアルタイムの位
置を表す内視鏡位置情報から所見情報を検索して、検索した所見情報により表される所見
をディスプレイに表示する観察支援システムを開示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－７７７６５号公報
【特許文献２】特開２０１１－２０６１６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　内視鏡検査において医師は、経過観察が必要な部位を内視鏡スコープで撮像してディス
プレイに映し出し、現在の部位の状態を診察する。経過観察が必要な部位の見落としは許
されないため、経過観察においては、医師による観察部位の見落としが生じる事態を回避
できる仕組みの構築が望まれている。
【０００６】
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　本発明はこうした状況に鑑みなされたものであり、その目的は、医師による観察行為を
効果的に支援する技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明のある態様の医療情報処理システムは、被検体に対
して医療検査を実施するための検査システムと、過去の検査情報を管理する検査情報管理
システムとを備える。検査情報管理システムは、過去の検査情報を記憶する検査情報記憶
部と、検査情報記憶部から被検体の過去の検査情報を抽出する検査情報抽出部と、抽出し
た被検体の過去の検査情報を検査システムに送信する送信部とを備える。検査システムは
、検査情報管理システムから被検体の過去の検査情報を受信する受信部と、撮像装置によ
り撮像された被検体の観察画像を取得する画像取得部と、画像取得部で取得した観察画像
と、受信部で受信した検査情報に含まれる観察部位に関する情報とを表示装置に表示させ
る表示制御部と、表示装置に表示された情報に対応する観察部位の観察が完了したことを
示す部位観察完了情報を受け付ける完了情報受付部とを備える。
【０００８】
　なお、以上の構成要素の任意の組み合わせ、本発明の表現を方法、装置、システム、記
録媒体、コンピュータプログラムなどの間で変換したものもまた、本発明の態様として有
効である。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、医師による観察行為を効果的に支援する技術を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施例にかかる医療情報処理システムの構成を示す図である。
【図２】検査情報管理システムの機能ブロックを示す図である。
【図３】検査レポートの項目例を示す図である。
【図４】処理装置の機能ブロックを示す図である。
【図５】表示装置における表示例を示す図である。
【図６】表示装置の表示例を示す図である。
【図７】表示装置の表示例を示す図である。
【図８】部位情報登録部における登録情報を示す図である。
【図９】表示装置の表示例を示す図である。
【図１０】表示装置の表示例を示す図である。
【図１１】部位情報登録部における登録情報を示す図である。
【図１２】通知情報の一例を示す図である。
【図１３】通知情報の一例を示す図である。
【図１４】表示装置の別の表示例を示す図である。
【図１５】表示装置の表示例を示す図である。
【図１６】表示装置の表示例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１は、本発明の実施例にかかる医療情報処理システム１の構成を示す図である。医療
情報処理システム１は、内視鏡検査における医師の観察行為を支援するための観察支援シ
ステムであり、被検体に対して医療検査を実施するための内視鏡システム１０、過去の検
査情報を管理する検査情報管理システム１００、および端末装置３０、３４を備え、それ
らはＬＡＮ（ローカルエリアネットワーク）などのネットワーク２によって相互接続され
る。端末装置３０、３４はたとえばパーソナルコンピュータであって、画面出力可能にそ
れぞれ表示装置３２、３６と接続されてよいが、端末装置３０、３４は表示装置と一体と
なったラップトップコンピュータであってもよく、また携帯型タブレットであってもよい
。内視鏡システム１０および端末装置３０は、内視鏡検査室内に配置される。
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【００１２】
　内視鏡検査は、オーダリングシステム（図示せず）により発行される検査オーダにした
がって実施される。端末装置３０は内視鏡検査オーダの一覧画面を表示装置３２に表示し
、医師がオーダ一覧から、これから実施するオーダを選択すると、端末装置３０は、表示
装置３２にオーダ詳細確認画面を表示する。医師は、この確認画面をみて、検査内容を確
認してから、内視鏡検査を実施する。なお検査オーダの一覧画面や、オーダ詳細確認画面
は、内視鏡システム１０における表示装置１６に表示されてもよい。表示装置１６は、内
視鏡画像を表示するディスプレイであり、検査中は医師が常に表示装置１６をみているも
のであるため、検査オーダに関する情報も表示装置１６に表示することは、内視鏡システ
ム１０の利便性を高められる。
【００１３】
　内視鏡システム１０は、内視鏡スコープ１２、処理装置１４および表示装置１６を備え
る。内視鏡スコープ１２は、撮像素子１８と、複数のスイッチを含む操作部２０とを有し
て構成される。複数のスイッチのそれぞれには、処理装置１４の各種機能を予め割り当て
ることができる。操作部２０が５つのスイッチ１～５を備える場合、たとえばスイッチ１
に内視鏡画像を記録するレリーズ機能を、スイッチ２に体内の照射光を調整する強調機能
を、スイッチ３に内視鏡画像を静止させるフリーズ機能を割り当てる。また本実施例では
、スイッチ４に、前回の観察部位の観察が完了したことを登録する部位観察完了登録機能
を、スイッチ５に、観察が終了したことを宣言する観察終了宣言機能を割り当てる。なお
処理装置１４が、スイッチの操作態様、たとえば長押しであるか、短押しであるかを判別
できる場合には、１つのスイッチの長押し操作および短押し操作に、それぞれ異なる機能
を割り当てることも可能である。なお以上の機能割当は例示であり、他のスイッチに、観
察を開始することを処理装置１４に指示するための観察開始指示機能を割り当ててもよい
。
【００１４】
　撮像素子１８は内視鏡スコープ１２の挿入部の先端に設けられ、挿入部が患者の体内に
挿入されて体内を撮像し、医師が操作部２０のレリーズ機能を割り当てられたレリーズス
イッチ（たとえばスイッチ１）を押したタイミングで、処理装置１４が体内画像を静止画
像として取得する。撮像素子１８は、たとえばＣＣＤイメージセンサまたはＣＭＯＳイメ
ージセンサであり、信号処理回路（図示せず）とともに撮像モジュールを構成する。撮像
素子１８は入射光を電気信号に変換し、信号処理回路は、撮像素子１８により光電変換さ
れたデータに対して、Ａ／Ｄ変換、ノイズ除去などの信号処理を施して、処理装置１４に
出力する。内視鏡スコープ１２および処理装置１４は、撮像ユニット２２を構成する。
【００１５】
　処理装置１４は、内視鏡システム１０全体を統括的に制御する。処理装置１４の一つの
重要な役割は、内視鏡スコープ１２により取得されている映像を表示装置１６にリアルタ
イムで表示させることである。医師は、表示装置１６に表示される内視鏡画像をみて、診
察および診断を行う。なお本実施例の処理装置１４は、表示装置１６に前回検査における
観察部位に関する情報も表示させ、医師が操作する操作部２０から各部位について観察し
たことを示す情報を受け付けて登録する機能をもつ。上記の例では、操作部２０のスイッ
チ４に、前回の観察部位の観察が完了したことを登録する部位観察完了登録機能が割り当
てられており、医師が要経過観察部位を観察した後、スイッチ４を操作すると、処理装置
１４が、その部位の観察が完了したことを示す観察完了情報を受け付けて、登録する。処
理装置１４は、前回検査における複数の観察部位のそれぞれについて観察完了情報が登録
されている場合に、経過観察の対象となる全ての観察部位の観察が実施されたことを確認
できる。表示装置１６は、２つの表示領域１６ａ、１６ｂにより構成される。表示領域１
６ａ、１６ｂは、１つのディスプレイを２つに分割した表示領域であってもよく、また２
つの異なるディスプレイ装置の表示領域であってもよい。
【００１６】
　処理装置１４のもう一つの重要な役割は、医師がレリーズスイッチを押したタイミング
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で撮像素子１８により撮像された画像を検査情報管理システム１００に送信して、画像記
憶部（データベース）に記憶させることである。検査情報管理システム１００は、処理装
置１４から送信される内視鏡画像データを受け取り、検査オーダごとにまとめて画像記憶
部に蓄積する。
【００１７】
　端末装置３４は内視鏡科に設置されており、キーボードやマウスなどのユーザインタフ
ェースが接続されている。医師は検査を終了すると、端末装置３４で検査レポートを作成
する。このとき端末装置３４は、検査情報管理システム１００から検査画像（内視鏡画像
）を取得して表示装置３６に選択可能に表示する。医師は、病変を見つけた部位の画像や
、処置を施した部位の画像を選択し、各画像に対して所見情報を作成して、検査レポート
に記録する。ここで所見情報は、医師による診断情報や処置情報も含む。検査情報管理シ
ステム１００は、医師により生成されたレポートの入力内容を、検査情報として検査情報
記憶部（データベース）に登録する。
【００１８】
　図２は、検査情報管理システム１００の機能ブロックを示す。検査情報管理システム１
００は、画像取得部１０２、画像提供部１０４、入力受付部１０６、検査情報提供部１２
０およびデータベース（ＤＢ）１１０を備える。検査情報提供部１２０は、要求受付部１
２２、抽出部１２４および送信部１２６を有し、ＤＢ１１０は、検査画像を記憶する画像
記憶部１１２および検査情報を記憶する検査情報記憶部１１４を備える。検査情報記憶部
１１４は、オーダリングシステムにより発行された検査オーダ情報を、検査情報の一部と
して登録する。なお後述するように検査情報記憶部１１４は、検査終了後に医師がレポー
ト入力画面から入力した所見情報等を、検査ＩＤに関連付けて記憶する。
【００１９】
　これらの構成はハードウエア的には、任意のプロセッサ、メモリ、その他のＬＳＩで実
現でき、ソフトウエア的にはメモリにロードされたプログラムなどによって実現されるが
、ここではそれらの連携によって実現される機能ブロックを描いている。したがって、こ
れらの機能ブロックがハードウエアのみ、ソフトウエアのみ、またはそれらの組合せによ
っていろいろな形で実現できることは、当業者には理解されるところである。
【００２０】
　内視鏡検査の実施中、画像取得部１０２は、内視鏡スコープ１２のレリーズスイッチが
押されたタイミングで処理装置１４から送信される検査画像を取得し、画像記憶部１１２
に記憶する。処理装置１４は、レリーズスイッチが押されたときの検査画像データを取得
し、検査画像データにメタデータを付加して検査情報管理システム１００に送信する。付
加されるメタデータは、検査画像を特定するための識別情報（検査画像ＩＤ）を少なくと
も含み、検査画像ＩＤは、画像記憶部１１２において唯一の識別情報であることが好まし
い。たとえば検査画像ＩＤは、検査を特定する検査ＩＤと、検査において撮像された順番
を示す順番情報を含んで構成されてよい。検査ＩＤは、オーダリングシステムにより発行
される検査オーダの識別情報であり、また順番情報は、１つの検査において医師がレリー
ズスイッチを押した順番を示す情報である。検査ＩＤにより検査を特定でき、また順番情
報により検査内の撮像順序を特定できるため、検査画像ＩＤは検査ＩＤおよび順番情報を
含むことで、検査情報記憶部１１４において重複しないように設定できる。なお処理装置
１４は、撮像された順番を示す順番情報を、メタデータとして検査画像データに付加して
もよい。いずれにしても処理装置１４は、撮像順序を示す順番情報を、メタデータに含ま
せておき、後に、検査画像の撮像順序が特定できるようにしておくことが好ましい。
【００２１】
　医師は検査を終了すると、端末装置３４で検査レポートを作成する。医師が端末装置３
４においてレポート作成アプリケーションを起動すると、レポート作成アプリケーション
は、検査情報管理システム１００にアクセスして、該当する検査で撮像された検査画像の
送信を画像提供部１０４に要求する。画像提供部１０４は、検査ＩＤをキーにして画像記
憶部１１２を探索し、画像記憶部１１２から検査画像を読み出して、端末装置３４に提供
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する。画像提供部１０４は、検査において撮像された全ての検査画像を端末装置３４に提
供し、レポート作成アプリケーションは、表示装置３６に検査画像の一覧を表示する。医
師は、レポート作成画面において、所見情報を入力するとともに、その所見情報に対応す
る検査画像を一覧画面から選択して対応付ける。またレポート作成画面には、観察範囲を
示すシェーマ図が用意され、医師はマウスなどを操作して、シェーマ図上に観察部位の位
置をプロットし、その位置情報を所見情報に対応付ける。このように医師は、複数の観察
部位に関する所見を生成し、各観察部位に検査画像を対応付けたレポートを作成する。
【００２２】
　図３は、検査レポートの項目例を示す。検査レポートには、検査ＩＤ、患者氏名、撮影
日、撮影者、所見、所見に付加する検査画像ＩＤ、シェーマ図上のプロット点などの項目
が設定されており、所見項目には、所見内容を細分化した詳細項目が設定されている。医
師は、観察部位に関する所見情報、観察部位を撮像した検査画像、シェーマ図における観
察部位の位置情報を入力することでレポートを作成する。ここでは検査ＩＤが「９８７６
５４」の検査に関する各レコードの入力例を示しており、６つの検査部位（観察部位）に
関する所見が作成されている。なお、ここでは説明の便宜上、所見に付加する検査画像Ｉ
Ｄとして、検査における撮像順序を示す「順番情報」のみが示されているが、既述したよ
うに検査画像ＩＤには、さらに検査ＩＤが付加されて、画像記憶部１１２において一意に
特定可能とされることが好ましい。
【００２３】
　医師がレポート作成画面において所見情報等を入力し、レポート作成を終了すると、レ
ポート作成アプリケーションが、入力された情報を検査情報管理システム１００に送信す
る。入力受付部１０６は、入力された情報を受け付け、検査情報記憶部１１４に記憶させ
る。これにより検査情報記憶部１１４は、レポートに入力された情報、すなわち過去の検
査情報を記憶する。本実施例において図３に示すレポートの入力内容は、今回実施する検
査の直近の過去の検査情報として扱われる。
【００２４】
　本実施例の医療情報処理システム１では、医師が検査室において内視鏡検査を実施する
際に、同一被検体（患者）の過去の検査情報を検査室内で参照可能な仕組みを提供する。
以下、氏名「患者１」の被検体の内視鏡検査を行う際の医療情報処理システム１の動作に
ついて説明する。
【００２５】
　検査情報提供部１２０は、処理装置１４からの要求をもとに、これから検査を行う患者
１の過去の検査情報を処理装置１４に提供する。要求受付部１２２が、患者１の過去の検
査情報の送信要求を受け付けると、抽出部１２４が、検査情報記憶部１１４から、患者１
の過去の検査情報を抽出する。このとき抽出部１２４は、所見に対応付けられている検査
画像ＩＤを参照して、画像記憶部１１２から観察部位の検査画像も取得する。
【００２６】
　抽出部１２４は、今回の検査日に対して直近の検査情報、すなわち前回の検査情報を検
査情報記憶部１１４から抽出する。このとき抽出部１２４は、経過観察が必要な所見情報
の抽出条件をもとに、直近の検査情報にフィルタ処理を施して、必要な所見情報のみを抽
出するようにしてもよい。抽出条件は、経過観察を必要とする観察部位であることを示す
ものであり、以下のように定められていてもよい。
【００２７】
（条件１）
　観察部位にポリープが観察されたこと。
（条件２）
　観察部位に潰瘍が観察されたこと。
（条件３）
　観察部位に瘢痕が観察されたこと。
（条件４）
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　観察部位に対してＥＭＲ（内視鏡的粘膜切除術：Endoscopic Mucosal Resection）が実
施されたこと。
（条件５）
　観察部位に対して生検が実施されたこと。
【００２８】
　以上の抽出条件１～５は例示であるが、抽出部１２４は、これらの抽出条件を１つでも
満足すれば、要経過観察の部位であるとして、その所見情報を抽出する一方で、全ての抽
出条件を満たさない所見情報については経過観察の必要がない部位であるとして、その所
見情報を抽出しない。送信部１２６は、抽出部１２４により抽出された患者１の観察部位
に関する検査情報を、処理装置１４に送信する。
【００２９】
　図４は、処理装置１４の機能ブロックを示す。処理装置１４は、内視鏡スコープ１２の
検査画像を表示装置１６に表示し、また撮像した検査画像を検査情報管理システム１００
に送信する構成として、レリーズ操作受付部１５０、画像取得部１５２、画像処理部１５
４および画像送信部１５６を備える。画像取得部１５２は、内視鏡スコープ１２の撮像素
子１８により撮像された被検体の内視鏡画像を取得し、画像処理部１５４は、画像取得部
１５２で取得した内視鏡画像をリアルタイム映像として表示装置１６の表示領域１６ｂに
表示させる。
【００３０】
　また処理装置１４は、検査情報を表示装置１６に表示する構成として、検査情報受信部
１７０、検査情報表示部１８０および登録制御部２００を備える。検査情報受信部１７０
は、検査情報管理システム１００から、患者１の過去の検査情報を受信し、検査情報表示
部１８０は、検査情報受信部１７０で受信した検査情報に含まれる観察部位に関する情報
を表示装置１６の表示領域１６ａに表示させる。検査情報表示部１８０は、オーダ情報表
示部１８２、観察部位情報表示部１８４、所見情報表示部１８６および通知部１８８を備
える。また登録制御部２００は、完了情報受付部２０２、部位情報登録部２０４、終了情
報受付部２０６、判定部２０８および登録情報送信部２１０を備える。画像処理部１５４
および検査情報表示部１８０は、表示制御部１６０を構成する。
【００３１】
　これらの構成はハードウエア的には、任意のプロセッサ、メモリ、その他のＬＳＩで実
現でき、ソフトウエア的にはメモリにロードされたプログラムなどによって実現されるが
、ここではそれらの連携によって実現される機能ブロックを描いている。したがって、こ
れらの機能ブロックがハードウエアのみ、ソフトウエアのみ、またはそれらの組合せによ
っていろいろな形で実現できることは、当業者には理解されるところである。
【００３２】
　図５は、表示装置１６における表示例を示す。表示装置１６の左側には、検査情報等を
表示するための表示領域１６ａが設定され、表示装置１６の右側には、内視鏡スコープ１
２で撮像された内視鏡画像を表示するための表示領域１６ｂが設定される。検査中、画像
取得部１５２は、内視鏡スコープ１２から内視鏡画像を取得し、画像処理部１５４は、内
視鏡画像の画像調整を行って、リアルタイム映像として内視鏡画像表示枠４０に表示する
。医師は内視鏡画像をみながら内視鏡スコープ１２を操作し、前回検査の観察部位を経過
観察対象として観察する。医師が操作部２０のレリーズスイッチを操作すると、レリーズ
操作受付部１５０が、レリーズ操作を受け付け、画像処理部１５４が、レリーズ操作を受
け付けた時点の画像を静止画像として取得するとともに、画像の撮像順序を示す順番情報
を少なくともメタデータとして付加した画像データを生成し、画像送信部１５６が、生成
された画像データを検査情報管理システム１００に送信する。既述したように検査情報管
理システム１００においては、画像取得部１０２が画像データを取得して、画像記憶部１
１２に記憶させる。
【００３３】
　図５に示す表示領域１６ａにおいて、上段には患者プロフィール情報が表示され、下段
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にはスコープ情報が表示される。検査情報表示部１８０において、オーダ情報表示部１８
２は、オーダ情報に含まれる患者プロフィール情報を表示する。なお既述したように検査
情報記憶部１１４にはオーダ情報が記憶されているため、オーダ情報表示部１８２は、オ
ーダ情報を検査情報管理システム１００から取得して、患者プロフィール情報を表示して
もよい。またオーダ情報表示部１８２は、患者プロフィール情報以外にも、オーダ情報に
含まれる検査開始予定時刻や担当医情報などを表示領域１６ａの上段に表示してもよい。
表示領域１６ａ下段のスコープ情報は、内視鏡スコープ１２の操作部２０における各スイ
ッチの割当機能情報を示している。ここではスイッチ１～５についての割当機能情報が示
されている。
【００３４】
　本実施例における検査情報表示部１８０はさらに、患者１の過去の検査情報、特に経過
観察の対象となる過去の観察部位に関する情報を表示領域１６ａに表示する。図５に示す
患者プロフィール情報やスコープ情報は、医師が検査開始前に一度確認できればよく、医
師の確認後は、過去の観察部位に関する情報が重畳表示されて、患者プロフィール情報や
スコープ情報は見えなくされてもよい。なお過去の観察部位に関する情報が患者プロフィ
ール情報などの上に重畳表示された場合であっても、医師は操作部２０の操作により、患
者プロフィール情報などを再び視認できるようにしてもよい。
【００３５】
　表示領域１６ａが十分な大きさを有していれば、過去の観察部位に関する情報は、患者
プロフィール情報等の領域とは別の領域に表示されることが好ましい。たとえば表示領域
１６ａと表示領域１６ｂとが、それぞれ別の表示装置のディスプレイ領域である場合には
、表示領域１６ａを大きくとれるため、患者プロフィール情報やスコープ情報が、過去の
観察部位に関する情報によって隠れないようにすることができる。
【００３６】
　図５に示す表示画面は、たとえば処理装置１４において一覧表示された検査オーダから
、患者１の検査オーダが選択されたときに表示される。患者１の検査オーダが選択される
と、処理装置１４は検査オーダの被検体（患者１）を特定し、患者１の過去の検査情報、
具体的には前回の検査情報の送信要求を検査情報管理システム１００に送信する。なお処
理装置１４は、今回の検査と同一種別である前回の検査情報の送信を、検査情報管理シス
テム１００に要求することが好ましい。ここで、今回の検査種別が「上部内視鏡検査」で
ある場合、処理装置１４は、直近の「上部内視鏡検査」に関する検査情報の送信要求を生
成する。患者１が直前に「下部内視鏡検査」を受けていたとしても、「下部内視鏡検査」
の観察部位に関する情報は、今回の上部内視鏡検査の参考とならないため、あくまでも直
近の同一種別（上部内視鏡検査）の検査情報の送信を検査情報管理システム１００に要求
するようにする。
【００３７】
　検査情報受信部１７０は、検査情報管理システム１００の検査情報提供部１２０から送
信される検査情報を受信する。受信した検査情報には、前回の内視鏡検査における複数の
観察部位に関する情報が含まれている。なお患者１の前回の検査情報には、図３に示すよ
うに６つの観察部位に関する情報が含まれているが、検査情報管理システム１００の抽出
部１２４による抽出処理の結果、所見１、２、４、６に関する情報が抽出され、これらの
所見情報が、受信した検査情報に含まれているものとする。観察部位情報表示部１８４は
、経過観察の対象となる複数の観察部位のそれぞれに対応する観察部位情報を表示領域１
６ａに表示させる。
【００３８】
　図６は、表示装置１６の表示例を示す。たとえば医師または看護師が、観察開始スイッ
チ（図示せず）を操作すると、観察部位情報表示部１８４が表示領域１６ａに、複数の観
察部位に関する情報を表示する。ここでは観察部位情報表示部１８４が、前回の内視鏡検
査における複数の観察部位の位置を示す観察部位情報４４ａ～４４ｄをシェーマ図４２上
に表示する。このシェーマ図４２は、食道と十二指腸の間の胃を模式的に図示するもので
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あり、前回検査のレポート入力の際に使用された同じ胃テンプレートが利用されてよい。
【００３９】
　観察部位情報表示部１８４は、所見情報に含まれる「シェーマ図上のプロット点」の内
容を参照して、シェーマ図４２上に観察部位情報４４ａ～４４ｄを配置する。観察部位情
報４４ａ～４４ｄは、上記したように所見１、２、４、６が作成された前回の観察部位Ａ
～Ｄの位置を示し、観察部位情報４４ａが所見１に対応する観察部位Ａ、観察部位情報４
４ｂが所見２に対応する観察部位Ｂ、観察部位情報４４ｃが所見４に対応する観察部位Ｃ
、観察部位情報４４ｄが所見６に対応する観察部位Ｄを表現する。
【００４０】
　観察部位情報４４ａ～４４ｄは、シェーマ図４２にプロットされた位置によって観察部
位の場所を表現するとともに、今回の検査により、観察部位が既に観察されたか、まだ観
察されていないかを、その表示態様により表現する。また観察部位情報４４ａ～４４ｄは
、これから観察する観察部位であることを（またはいま観察中の観察部位であることを）
、その表示態様により表現する。以下、観察部位情報４４の表示態様の例について説明す
る。
【００４１】
＜第１の表示態様＞
　観察が完了した観察部位を示す表示態様。たとえば、四角マーク（□）が、観察が完了
した観察部位であることを表現する。
＜第２の表示態様＞
　観察が完了していない観察部位を示す表示態様。たとえば、丸マーク（○）が、観察が
完了していない観察部位であることを表現する。
＜第３の表示態様＞
　これから観察する観察部位または観察中の観察部位を示す表示態様。たとえば、三角（
△）マークが、次に観察する観察部位または観察中の観察部位であることを表現する。
　なお、これから観察する観察部位または観察中の観察部位は、観察が完了していない観
察部位のうちの１つであるため、たとえば第３の表示態様は、第２の表示態様に近似した
もの、たとえば第２の表示態様である丸マークに、別の色を施した丸マークとしてもよい
。
【００４２】
　このように観察部位情報４４の表示態様を設定することで、医師はシェーマ図４２にお
ける観察部位情報４４の表示態様をみれば、どの観察部位の観察が完了し、または完了し
ていないかを容易に知ることができる。なお、図６に示すシェーマ図４２においては、全
ての観察部位情報４４ａ～４４ｄが第２の表示態様（丸マーク）で表示されており、した
がって、全ての観察部位の観察が未完了であることが示される。
【００４３】
　図７は、表示装置１６の表示例を示す。観察部位情報表示部１８４は、観察部位情報４
４ａを第３の表示態様（三角マーク）で表示する。観察部位情報４４ａは、所見１を作成
された観察部位Ａの位置を示す情報である。所見情報表示部１８６は、観察部位Ａの所見
情報４６ａを、シェーマ図４２の下方に表示する。観察部位情報表示部１８４が観察部位
情報４４ａを第３の表示態様で表示することで、医師は、これから観察部位Ａを観察する
べきことを認識できる。また所見情報表示部１８６が、観察部位Ａの前回の所見情報４６
ａを表示することで、医師は前回検査の所見１の内容を確認でき、内視鏡画像表示枠４０
に表示される内視鏡画像をみながら、観察部位Ａの経過観察を行うことができる。なお所
見情報４６ａは、スコープ情報に重畳されて表示されているが、表示領域１６ａが大きけ
れば、重複しない位置に表示されてよい。
【００４４】
　このとき医師は操作部２０のスイッチを操作することで、所見１に対応付けられた前回
の観察画像を表示領域１６ａに表示させてもよい。これにより前回の観察画像を、内視鏡
画像表示枠４０に表示された今回の内視鏡画像と見比べることができ、医師は、その場で
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ポリープの状態変化を確認できるようになる。
【００４５】
　所見情報表示部１８６は、観察部位Ａの観察が完了するまで所見情報４６ａを表示し続
けてもよいが、所定時間だけ所見情報４６ａを表示してもよい。医師が前回の所見１の内
容を確認した後は、そのまま所見情報４６ａを表示し続ける意味も乏しいためである。な
お所見情報表示部１８６が、所見情報４６ａの表示を終了した後も、医師は操作部２０を
操作することで、再度所見情報４６ａを表示させられることが好ましい。
【００４６】
　ここで、最初の観察対象が観察部位Ａであることを示したが、観察対象の順番を決定す
る方法について説明する。通常、検査には手順があり、たとえば上部内視鏡検査では、内
視鏡スコープ１２の挿入部を被検体の口から体内の奥まで挿入し、そこから内視鏡スコー
プ１２を引き上げつつ、撮像素子１８の角度を変えながら、体内を観察することが一般に
行われている。既述したように、前回検査において取得された検査画像には、撮像順序を
示す順番情報がメタデータとして含まれており、したがって検査情報表示部１８０は、前
回検査の所見に対応付けられた検査画像の順番情報を参照すれば、複数の検査画像の撮像
順序を特定できる。前回の検査も、今回の検査も、内視鏡スコープ１２を体内奥まで挿入
して、引き上げる過程で体内観察することに変わりはないため、今回の検査における医師
も、前回と同様の順番で部位を観察することが予想される。そのため、観察部位情報表示
部１８４および所見情報表示部１８６は、複数の観察部位Ａ～Ｄの観察順序を、所見情報
に対応付けられた検査画像の撮像順序にしたがって決定する。たとえば前回の検査におい
て、観察部位Ａ、観察部位Ｂ、観察部位Ｄ、観察部位Ｃの順番で撮像が行われていたとす
ると、観察部位情報表示部１８４および所見情報表示部１８６は、その順番で、観察対象
となる観察部位に関する情報を表示装置１６に表示するようにする。
【００４７】
　なお医師により作成される所見１、２、４、６の数字は、医師が所見を作成した順序を
示すに過ぎず、観察部位の撮像順序とは直接関係しない。医師は観察部位の重要度にした
がって所見を記述することが多く、つまり重要度の高い観察部位の所見から順番に作成す
ることが多い。そのため所見を特定する番号（数字）は、観察部位を撮像した順番とは基
本的には関係がない。そこでメタデータとして付加された順番情報によって撮像順序を特
定し、複数の観察部位に関する情報の表示順序を決定することには意味がある。
【００４８】
　医師は、所見情報４６ａに対応する観察部位Ａを内視鏡画像表示枠４０に表示させて、
観察部位Ａの観察を行うと、操作部２０のスイッチ４を操作して、観察部位Ａの部位観察
を完了したことを示す情報を処理装置１４に送信する。登録制御部２００において、完了
情報受付部２０２は、表示装置１６に表示された所見情報４６ａないしは観察部位情報４
４ａに対応する観察部位Ａの観察が完了したことを示す部位観察完了情報を受け付ける。
部位情報登録部２０４は、観察部位ごとに部位観察完了情報を登録する機能を有し、ここ
では観察部位Ａに関する情報に対応付けて、部位観察完了情報を登録する。
【００４９】
　図８は、部位情報登録部２０４における登録情報を示す。本実施例では、経過観察対象
として観察部位Ａ～Ｄが存在しており、各観察部位のデフォルト登録情報は、観察未完了
であることを示すフラグ値０を設定されている。完了情報受付部２０２が、観察部位Ａの
観察完了情報を受け付けると、部位情報登録部２０４が、観察部位Ａの登録情報を、観察
完了を示すフラグ値１に設定する。
【００５０】
　完了情報受付部２０２は、複数の観察部位ごとに、部位観察完了情報を受け付ける機能
を有する。完了情報受付部２０２が部位観察完了情報を受け付けると、表示領域１６ａに
表示されている所見情報４６に対応する観察部位、すなわちシェーマ図４２において第３
の表示態様で表示される観察部位情報４４に対応する観察部位を特定する。完了情報受付
部２０２は、特定した観察部位を部位情報登録部２０４に通知し、これにより部位情報登
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録部２０４は、通知された観察部位のフラグ値を１に設定する。
【００５１】
　なお完了情報受付部２０２が部位観察完了情報を受け付けなければ、検査情報表示部１
８０は、表示中の観察部位情報４４や所見情報４６の更新を行わない。そのため医師がス
イッチ４を操作しなければ、図７の表示領域１６ａに示す情報が表示され続けることにな
る。表示領域１６ａの表示内容を更新するためには、医師がスイッチ４を操作する必要が
あり、これにより医師は、表示領域１６ａの更新を行うためにも、観察部位を観察してス
イッチ４を操作することへの意識を高めることができ、観察部位を見落とす事態を回避し
、またその事態の発生可能性を大きく低減できる。
【００５２】
　部位情報登録部２０４が部位観察完了情報を登録すると、観察部位情報表示部１８４は
、観察が完了した観察部位Ａの観察部位情報４４ａを、第１の表示態様で表示させる。ま
た同時に観察部位情報表示部１８４および所見情報表示部１８６は、次に観察するべき観
察部位に関する情報を、表示領域１６ａに表示させる。既述したように、次に観察するべ
き観察部位は、撮像順序によって決定され、観察部位Ａの次の観察対象となるのは、観察
部位Ｂである。
【００５３】
　図９は、表示装置１６の表示例を示す。観察部位情報表示部１８４は、観察部位情報４
４ａを第１の表示態様（四角マーク）で表示する。これにより医師は、観察部位Ａの観察
が完了したことを認識できる。また観察部位情報表示部１８４および所見情報表示部１８
６は、観察部位Ａの次に観察するべき観察部位Ｂに関する情報を表示領域１６ａに表示さ
せる。
【００５４】
　具体的に観察部位情報表示部１８４は、観察部位情報４４ｂを第３の表示態様（三角マ
ーク）で表示する。これにより医師は、これから観察部位Ｂを観察するべきことを認識で
きる。また所見情報表示部１８６が、観察部位Ｂの所見情報４６ｂを、シェーマ図４２の
下方に表示する。これにより医師は、前回検査の所見２の内容を確認でき、内視鏡画像表
示枠４０に表示される内視鏡画像をみながら、観察部位Ｂの経過観察を行うことができる
。
【００５５】
　観察部位情報表示部１８４は、観察部位情報４４ｃ、４４ｄを第２の表示態様（丸マー
ク）で表示する。これにより医師は、観察部位Ｂ以外にも、未観察の観察部位が２つ残っ
ていることを認識できる。このように検査情報表示部１８０は、内視鏡検査の実施中に、
経過観察の対象となる観察部位に関する過去の情報を表示装置１６に表示することで、医
師は前回の検査結果との比較を容易に行うことができ、また、表示する過去の検査情報の
切替を、医師による操作部２０の操作を契機とすることで、観察部位の見落としを回避す
ることが可能となる。
【００５６】
　医師は、所見情報４６ｂに対応する観察部位Ｂを内視鏡画像表示枠４０に表示させて、
観察部位Ｂの観察を行うと、操作部２０のスイッチ４を操作して、観察部位Ｂの部位観察
を完了したことを示す情報を処理装置１４に送信する。完了情報受付部２０２は、表示装
置１６に表示された所見情報４６ｂないしは観察部位情報４４ｂに対応する観察部位Ｂの
観察が完了したことを示す部位観察完了情報を受け付ける。部位情報登録部２０４は、観
察部位ごとに部位観察完了情報を登録する機能を有し、ここでは観察部位Ｂに関する情報
に対応付けて、部位観察完了情報を登録する。
【００５７】
　部位情報登録部２０４が観察部位Ｂに関する部位観察完了情報を登録すると、観察部位
情報表示部１８４は、観察が完了した観察部位Ｂの観察部位情報４４ｂを、第１の表示態
様で表示させる。また同時に観察部位情報表示部１８４および所見情報表示部１８６は、
次に観察するべき観察部位に関する情報を、表示領域１６ａに表示させる。観察部位Ｂの
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次の観察対象となるのは、観察部位Ｄである。
【００５８】
　図１０は、表示装置１６の表示例を示す。観察部位情報表示部１８４は、観察部位情報
４４ａ、４４ｂを第１の表示態様（四角マーク）で表示する。これにより医師は、観察部
位Ａ、Ｂの観察が完了したことを認識できる。また観察部位情報表示部１８４および所見
情報表示部１８６は、次に観察するべき観察部位Ｄに関する情報を表示領域１６ａに表示
させる。
【００５９】
　具体的に観察部位情報表示部１８４は、観察部位情報４４ｄを第３の表示態様（三角マ
ーク）で表示する。これにより医師は、これから観察部位Ｄを観察するべきことを認識で
きる。また所見情報表示部１８６が、観察部位Ｄの所見情報４６ｃを、シェーマ図４２の
下方に表示する。これにより医師は、前回検査の所見６の内容を確認でき、内視鏡画像表
示枠４０に表示される内視鏡画像をみながら、観察部位Ｄの経過観察を行うことができる
。観察部位情報表示部１８４は、観察部位情報４４ｃを第２の表示態様（丸マーク）で表
示する。これにより医師は、観察部位Ｄ以外にも、未観察の観察部位が１つ残っているこ
とを認識できる。
【００６０】
　医師は、所見情報４６ｃに対応する観察部位Ｄを内視鏡画像表示枠４０に表示させて、
観察部位Ｄの観察を行うと、操作部２０のスイッチ４を操作して、観察部位Ｂの部位観察
を完了したことを示す情報を処理装置１４に送信する。完了情報受付部２０２は、表示装
置１６に表示された所見情報４６ｃないしは観察部位情報４４ｄに対応する観察部位Ｄの
観察が完了したことを示す部位観察完了情報を受け付ける。部位情報登録部２０４は、観
察部位ごとに部位観察完了情報を登録する機能を有し、ここでは観察部位Ｄに関する情報
に対応付けて、部位観察完了情報を登録する。
【００６１】
　図１１は、部位情報登録部２０４における登録情報を示す。ここでは、観察部位Ａ、Ｂ
、Ｄの観察が完了し、観察部位Ｃの観察が完了していないことを示す登録情報が記録され
ている。この後、医師は、観察部位Ｃの観察を行い、スイッチ４を操作することで、部位
情報登録部２０４は、観察部位Ｃに関する情報に対応付けて、部位観察完了情報を登録す
る。
【００６２】
　登録制御部２００において、判定部２０８は、部位情報登録部２０４の登録情報を参照
して、要経過観察の対象となる全ての観察部位Ａ～Ｄの観察が完了しているか否かを判定
する機能を有する。医師は、操作部２０のスイッチ５を操作することで、観察が終了した
ことを処理装置１４に宣言する。終了情報受付部２０６は、医師が操作部２０のスイッチ
５を操作すると、観察の終了を示す終了情報を受け付ける。このとき判定部２０８は、部
位情報登録部２０４を参照して、観察部位Ａ～Ｄに関するフラグ値が全て１であるか否か
を判定する。ここで、フラグ値が全て１であれば、判定部２０８は、全ての経過観察の対
象となる部位の観察が完了したことを判定し、通知部１８８は、その旨を医師に通知する
。
【００６３】
　図１２は、通知情報の一例を示す。このように判定部２０８が、全ての観察部位の観察
が完了したことを判定すると、通知部１８８は、その旨を知らせる通知情報４８を表示装
置１６に表示する。
【００６４】
　一方で、終了情報受付部２０６が終了情報を受け付けたときに、判定部２０８が、少な
くとも１つの観察部位の観察が完了していないことを判定すると、通知部１８８は、その
旨を知らせる通知情報を表示装置１６に表示する。たとえば図１１に示すように、観察部
位Ｃに関するフラグ値が０である場合には、判定部２０８は、まだ未観察の観察部位が残
っていることを判定する。
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【００６５】
　図１３は、通知情報の一例を示す。判定部２０８が、少なくとも１つの観察部位の観察
が完了していないことを判定すると、通知部１８８は、その旨を知らせる通知情報５０を
表示装置１６に表示する。このとき通知部１８８は、シェーマ図４２を表示して、観察が
完了していない観察部位を特定する情報を、通知情報５０に含めて表示してよい。シェー
マ図４２において、観察部位情報４４ｃが第３の表示態様で表示されており、したがって
医師は、観察部位Ｃの見落とし、またはスイッチ４の操作忘れを確認でき、あらためて観
察部位Ｃを観察して、スイッチ４を操作して、観察部位Ｃを観察したことを部位情報登録
部２０４に登録する。
【００６６】
　以上のように、少なくとも１つの観察部位に対して観察完了情報が登録されていない場
合には、通知部１８８が通知情報５０を表示することで、医師は観察状況を容易に確認で
きる。以上の処理により医師が観察を終了すると、登録情報送信部２１０は、部位情報登
録部２０４の登録情報を、検査情報管理システム１００に送信する。検査情報管理システ
ム１００において、入力受付部１０６は、登録情報を受け付け、検査情報記憶部１１４に
記憶する。これにより検査情報記憶部１１４は、要検査観察の対象となる部位の全てを観
察したことを記録として残すことができるようになる。
【００６７】
　図１４は、表示装置１６の別の表示例を示す。図５に示す表示画面から、医師または看
護師が、観察開始スイッチ（図示せず）を操作すると、観察部位情報表示部１８４が表示
領域１６ａに、複数の観察部位に関する情報を表示する。ここでは観察部位情報表示部１
８４が、前回の内視鏡検査における複数の観察部位に関する観察部位情報５４ａ～５４ｄ
をリスト形式で表示する。
【００６８】
　観察部位情報５４ａ～５４ｄは、観察部位の場所等の所見情報を含みつつ、今回の検査
により、観察部位が既に観察されたか、まだ観察されていないかを、その表示態様により
表現する。また観察部位情報５４ａ～５４ｄは、これから観察する観察部位であることを
（またはいま観察中の観察部位であることを）、その表示態様により表現する。以下、観
察部位情報５４の表示態様の例について説明する。
【００６９】
＜第１の表示態様＞
　観察が完了した観察部位を示す表示態様。たとえば、観察部位情報５４を表示する枠内
にハッチングが施される。
＜第２の表示態様＞
　観察が完了していない観察部位を示す表示態様。観察部位情報５４を表示する枠内は白
く表示される。
＜第３の表示態様＞
　これから観察する観察部位または観察中の観察部位を示す表示態様。観察部位情報５４
を表示する枠内にドットが表示される。なお、第３の表示態様は、注意を喚起するべく点
滅表示されるものであってもよい。
　なお第１から第３の表示態様は、単純に枠内の色を異ならせることで、区別されるよう
にしてもよい。
【００７０】
　このように観察部位情報５４の表示態様を設定することで、医師は観察部位情報５４の
表示態様をみれば、どの観察部位の観察が完了し、または完了していないかを容易に知る
ことができる。なお、図１４においては、全ての観察部位情報５４ａ～５４ｄの枠内が白
く塗られており、したがって、全ての観察部位の観察が未完了であることが示される。
【００７１】
　図１５は、表示装置１６の表示例を示す。観察部位情報表示部１８４は、観察部位情報
５４ａの枠内にドットを表示する。所見情報表示部１８６は、観察部位Ａの所見情報４６
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ａを、リスト下方に表示する。観察部位情報表示部１８４が観察部位情報５４ａを第３の
表示態様で表示することで、医師は、これから観察部位Ａを観察するべきことを認識でき
る。また所見情報表示部１８６が、観察部位Ａの前回の所見情報４６ａを表示することで
、医師は前回検査の所見１の内容を確認でき、内視鏡画像表示枠４０に表示される内視鏡
画像をみながら、観察部位Ａの経過観察を行うことができる。
【００７２】
　医師がスイッチ４を操作すると、完了情報受付部２０２が、観察部位Ａの観察完了情報
を受け付け、部位情報登録部２０４が、観察部位Ａの登録情報を、観察完了を示すフラグ
値１に設定する（図８参照）。部位情報登録部２０４が部位観察完了情報を登録すると、
観察部位情報表示部１８４は、観察が完了した観察部位Ａの観察部位情報５４ａを、第１
の表示態様で表示させる。また同時に観察部位情報表示部１８４および所見情報表示部１
８６は、次に観察するべき観察部位Ｂに関する情報を、表示領域１６ａに表示させる。
【００７３】
　図１６は、表示装置１６の表示例を示す。観察部位情報表示部１８４は、観察部位情報
５４ａを第１の表示態様で表示する。これにより医師は、観察部位Ａの観察が完了したこ
とを認識できる。また観察部位情報表示部１８４および所見情報表示部１８６は、観察部
位Ａの次に観察するべき観察部位Ｂに関する情報を表示領域１６ａに表示させる。
【００７４】
　具体的に観察部位情報表示部１８４は、観察部位情報５４ｂを第３の表示態様で表示す
る。これにより医師は、これから観察部位Ｂを観察するべきことを認識できる。また所見
情報表示部１８６が、観察部位Ｂの所見情報４６ｂを、リスト下方に表示する。これによ
り医師は、前回検査の所見２の内容を確認でき、内視鏡画像表示枠４０に表示される内視
鏡画像をみながら、観察部位Ｂの経過観察を行うことができる。
【００７５】
　観察部位情報表示部１８４は、観察部位情報５４ｃ、５４ｄを第２の表示態様で表示す
る。これにより医師は、観察部位Ｂ以外にも、未観察の観察部位が２つ残っていることを
認識できる。このように検査情報表示部１８０は、内視鏡検査の実施中に、経過観察の対
象となる観察部位に関する過去の情報を表示装置１６に表示することで、医師は前回の検
査結果との比較を容易に行うことができ、また、表示する過去の検査情報の切替を、医師
による操作部２０の操作を契機とすることで、観察部位の見落としを回避することが可能
となる。
【００７６】
　以上のように、観察部位情報表示部１８４は、観察部位に関する複数の情報を、シェー
マ図上に表示してもよく、またリスト形式で表示してもよい。観察部位情報表示部１８４
は、観察部位に関する複数の情報を同時に表示装置１６に表示させることで、医師は、観
察すべき部位の数を把握することができるとともに、また部位の位置も容易に知ることが
できるようになる。
【００７７】
　以上、本発明を実施例をもとに説明した。この実施例は例示であり、それらの各構成要
素や各処理プロセスの組合せにいろいろな変形例が可能なこと、またそうした変形例も本
発明の範囲にあることは当業者に理解されるところである。
【００７８】
　実施例においては、医師が操作部２０を操作して、部位観察完了情報や、観察終了情報
などを処理装置１４に入力することを説明したが、他のインタフェースを利用して、これ
らの情報が処理装置１４に入力されてもよい。たとえば検査室には、足で操作するフット
スイッチが用意されていることがあり、したがって、このフットスイッチに、各種情報の
入力機能を割り当ててもよい。また他のインタフェース、たとえばキーボードやタッチパ
ネルを介して、各種情報が入力されるようにしてもよく、また音声により情報入力が行わ
れてもよい。
【００７９】
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　また実施例では、過去の検査情報として前回の観察部位に関する情報を表示装置１６に
表示することを説明したが、前々回以前の観察部位に関する情報が表示装置１６に表示さ
れてもよい。また、前回検査の観察部位に関する情報を、観察部位の撮像順序にしたがっ
て表示することを説明したが、場合によっては、今回の観察順序と、前回の撮像順序とが
一致しないこともあり得る。そのため医師は、撮像順序にしたがって表示された情報が、
これから観察しようとする情報でない場合には、操作部２０などのスイッチを操作して、
表示情報を切り替えられるようにしてもよい。
【符号の説明】
【００８０】
１…医療情報処理システム、１０…内視鏡システム、１２…内視鏡スコープ、１４…処理
装置、１６…表示装置、１６ａ，１６ｂ…表示領域、２０…操作部、
１００…検査情報管理システム、１０２…画像取得部、１０４…画像提供部、１０６…入
力受付部、１１０…ＤＢ、１１２…画像記憶部、１１４…検査情報記憶部、１２０…検査
情報提供部、１２２…要求受付部、１２４…抽出部、１２６…送信部、１５０…レリーズ
操作受付部、１５２…画像取得部、１５４…画像処理部、１５６…画像送信部、１６０…
表示制御部、１７０…検査情報受信部、１８０…検査情報表示部、１８２…オーダ情報表
示部、１８４…観察部位情報表示部、１８６…所見情報表示部、１８８…通知部、２００
…登録制御部、２０２…完了情報受付部、２０４…部位情報登録部、２０６…終了情報受
付部、２０８…判定部、２１０…登録情報送信部。

【図１】 【図２】
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